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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次

第95期

第１四半期

連結累計期間

第96期

第１四半期

連結累計期間

第95期

会計期間
自　平成24年４月１日

至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日

至　平成25年６月30日

自　平成24年４月１日

至　平成25年３月31日

売上高（百万円） 205,675 206,002 769,660

経常利益（百万円） 1,049 1,263 4,860

四半期（当期）純利益（百万円） 3 557 1,880

四半期包括利益又は包括利益　　（百
万円）

139 2,036 3,748

純資産額（百万円） 28,182 33,465 31,479

総資産額（百万円） 221,121 219,480 214,206

１株当たり四半期（当期）純利益金額
（円）

0.04 6.30 21.24

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 12.0 14.3 13.9

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済・金融政策などを背景とした景気回復への期待や過

度な円高の是正に伴う輸出環境の改善により緩やかな回復基調を辿ってまいりました。しかしながら、中国を中心と

した新興国の景気減速などの影響を受け、企業を取り巻く経営環境は依然として不安定な状況が続きました。

このような環境の下、当社グループの業績は粗鋼生産の増加や自動車業界、建設業界に回復の動きが見られたこと

から、全体としては堅調に推移しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は206,002百万円（前年同四半期比0.2％増）、営業利益は

1,284百万円（同27.3％増）、経常利益は1,263百万円（同20.4％増）、四半期純利益は前年同四半期に比べ553百万円

増加の557百万円となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①　鉄鋼

鋼板製品は国内需要と輸出環境の改善により取扱量が増加しました。線材製品は国内外ともに取扱量は増加しまし

たが、国内については価格が下落しました。

この結果、売上高は66,316百万円（前年同四半期比3.2％増）、セグメント利益は788百万円（同22.4％増）となり

ました。

　
②　鉄鋼原料

粗鋼生産量の回復により輸入鉄鋼原料やスラグの取扱量が増加しました。合金鉄及びチタン原料も取扱量が増加し

ましたが、冷鉄源は取扱量が減少しました。

この結果、売上高は84,265百万円（前年同四半期比0.8％増）、セグメント利益は295百万円（同17.0％増）となり

ました。

　
③　非鉄金属

銅製品は半導体向けリードフレームの取扱量が減少しましたが、空調用銅管の取扱量は増加しました。アルミ製品

は自動車向けの取扱量が減少しましたが、鉄道車両用及び輸入アルミ板条の取扱量は増加しました。また、非鉄原料は

銅地金の取扱量が増加し、銅スクラップの価格が上昇しました。

この結果、売上高は44,469百万円（前年同四半期比0.6％増）、セグメント利益は前年同四半期に比べ172百万円増

加の181百万円となりました。

　
④　機械・情報

機械製品は産業用制動装置、汎用圧縮機、電池用材料の取扱いは増加したものの、大型案件の減少により取扱いは減

少しました。情報関連商品は太陽電池関連機材やタッチパネル用電子材料の取扱いが減少しました。

この結果、売上高は13,390百万円（前年同四半期比4.7％減）、セグメント損失は60百万円（前年同四半期は56百万

円の損失）となりました。

　
⑤　溶材

溶接材料は鉄骨向けの取扱量は増加しましたが、造船、建設機械、化工機向けが減少し、アジア向けの輸出も減少し

ました。溶接関連機器は国内外の建設機械メーカー向けの取扱いが減少しました。また、生産材料の取扱量も減少しま

した。

この結果、売上高は8,839百万円（前年同四半期比13.5％減）、セグメント利益は26百万円（同85.8％減）となりま

した。
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（２）財政状態の分析

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は219,480百万円となり、前連結会計年度末比5,274百万円の増加とな

りました。これは主に受取手形及び売掛金と前払金の増加によるものです。

　
（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は186,015百万円となり、前連結会計年度末比3,287百万円増加とな

りました。これは主に短期借入金と流動負債その他に含まれる預り金の増加によるものです。

　
（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は33,465百万円となり、前連結会計年度末比1,986百万円の増加とな

りました。これは主にその他有価証券評価差額金の増加及び為替換算調整勘定の改善によりその他の包括利益累計額

が増加したことによるものです。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた問題はありません。

　

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 270,000,000

計 270,000,000

　

②【発行済株式】

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数（株）

（平成25年６月30日）

提出日現在

発行数（株）

（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 88,605,625 88,605,625
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数1,000株

計 88,605,625 88,605,625 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

（千株）

発行済株式

総数残高

（千株）

資本金増減額

（百万円）

資本金残高

（百万円）

資本準備金

増減額

（百万円）

資本準備金

残高

（百万円）

平成25年６月30日 ― 88,605 ― 5,650 ― 2,703

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）
－

「（１）株式の総数等②発行済
株式」に記載のとおり普通株式 34,000

（相互保有株式）
－ 同上

普通株式 25,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 88,432,000 88,432 同上

単元未満株式 普通株式 114,625 － 同上

発行済株式総数 　 88,605,625 － －

総株主の議決権 － 88,432 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

２．単元未満株式には、当社所有の自己株式174株が含まれております。

　
②　【自己株式等】

平成25年６月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

　神鋼商事㈱ 大阪市中央区北浜２丁目６－18 34,000 － 34,000 0.04

（相互保有株式） 　 　 　 　 　

　大阪精工㈱ 東大阪市中石切町５丁目７－59 20,000 － 20,000 0.02

　日本スタッド
ウェルディング
㈱

川崎市川崎区小田１丁目２－６ 5,000 － 5,000 0.01

計 － 59,000 － 59,000 0.07

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(１)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,535 6,767

受取手形及び売掛金 ※3
 130,101

※3
 144,216

商品及び製品 21,752 20,562

仕掛品 272 386

原材料及び貯蔵品 405 525

前払金 7,261 10,558

繰延税金資産 666 583

その他 2,888 1,559

貸倒引当金 △225 △235

流動資産合計 181,659 184,925

固定資産

有形固定資産 5,235 6,072

無形固定資産 1,551 1,541

投資その他の資産

その他 26,055 27,238

貸倒引当金 △294 △297

投資その他の資産合計 25,760 26,941

固定資産合計 32,547 34,555

資産合計 214,206 219,480

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 115,728

※3
 114,560

短期借入金 25,872 28,166

未払法人税等 497 438

賞与引当金 737 387

その他 14,597 16,891

流動負債合計 157,432 160,444

固定負債

長期借入金 23,402 23,443

退職給付引当金 602 633

役員退職慰労引当金 34 35

その他 1,256 1,457

固定負債合計 25,294 25,570

負債合計 182,727 186,015
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,650 5,650

資本剰余金 2,703 2,703

利益剰余金 22,844 23,136

自己株式 △17 △17

株主資本合計 31,181 31,473

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 705 1,082

繰延ヘッジ損益 43 11

為替換算調整勘定 △2,191 △1,183

その他の包括利益累計額合計 △1,442 △89

少数株主持分 1,740 2,081

純資産合計 31,479 33,465

負債純資産合計 214,206 219,480
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
　【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 205,675 206,002

売上原価 200,409 200,358

売上総利益 5,266 5,643

販売費及び一般管理費 4,257 4,359

営業利益 1,009 1,284

営業外収益

受取利息 13 13

受取配当金 209 267

持分法による投資利益 58 66

デリバティブ評価益 288 354

雑収入 90 118

営業外収益合計 661 819

営業外費用

支払利息 157 155

売掛債権譲渡損 192 181

為替差損 190 418

雑損失 82 85

営業外費用合計 621 839

経常利益 1,049 1,263

特別利益

会員権売却益 5 －

特別利益合計 5 －

特別損失

投資有価証券評価損 2 9

会員権評価損 5 3

特別損失合計 8 13

税金等調整前四半期純利益 1,046 1,250

法人税、住民税及び事業税 274 425

過年度法人税等 ※
 607 －

法人税等調整額 169 247

法人税等合計 1,050 673

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△4 577

少数株主利益又は少数株主損失（△） △8 19

四半期純利益 3 557
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　　【四半期連結包括利益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△4 577

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △596 369

繰延ヘッジ損益 75 △31

為替換算調整勘定 581 1,007

持分法適用会社に対する持分相当額 83 114

その他の包括利益合計 144 1,459

四半期包括利益 139 2,036

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 99 1,911

少数株主に係る四半期包括利益 40 125
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

神商大阪精工（南通）有限公司は前連結会計年度に設立し、重要性が増したため、当第１四半期連結会計期間よ

り連結の範囲に含めております。

　
（２）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法について、当社は原則的な方法によっております。但し、

一部の関係会社においては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっておりま

す。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に対して、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司 475百万円神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司 464百万円

冨士発條㈱ 293百万円冨士発條㈱ 281百万円

音戸神商精工（南通）有限公司 188百万円Pertama Ferroalloys Sdn.Bhd.276百万円

Pertama Ferroalloys Sdn.Bhd.　他３件170百万円音戸神商精工（南通）有限公司　他４件 313百万円

計 1,127百万円計 1,335百万円

　

２．手形割引高及び裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

買戻条件付受取手形譲渡に伴う買戻し義務 1,908百万円 1,243百万円

輸出割引手形 213百万円 192百万円

　

※３．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期

連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 1,621百万円 2,267百万円

支払手形 1,132百万円 1,062百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

※　過年度法人税等

前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

大阪国税局による平成24年１月からの税務調査の結果、平成19年３月に実施した当社の子会社増資につき、当社が額

面で引き受けた行為が有利発行に該当し、時価との差額は受贈益として認識すべきとする更正処分を平成24年６月に受

け、附帯税を含めた法人税、住民税及び事業税を全額納付いたしました。

　
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産にかかる償却費を含む。)、のれんの償却額及び負ののれんの

償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
　　至　平成25年６月30日）

減価償却費 174百万円 213百万円

のれんの償却額 32百万円 32百万円

負ののれんの償却額 △21百万円 △8百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月21日
取締役会

普通株式 265 3.00平成24年３月31日平成24年６月11日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月20日
取締役会

普通株式 265 3.00平成25年３月31日平成25年６月10日利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他

（注）１
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 64,25783,61744,21514,05210,217216,36194 △10,780205,675

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高 － － 0 － － 0 － △0 －

計 64,25783,61744,21614,05210,217216,36194 △10,780205,675

セグメント利益又は

損失（△）
644 252 8 △56 186 1,035 12 1 1,049

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。
２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他

（注）１
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 66,31684,26544,46913,3908,839217,28194 △11,373206,002

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高 － － 0 － － 0 － △0 －

計 66,31684,26544,46913,3908,839217,28194 △11,373206,002

セグメント利益又は

損失（△）
788 295 181 △60 26 1,232 13 17 1,263

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。
２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　
（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
　　至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 0円04銭 6円30銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 3 557

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 3 557

普通株式の期中平均株式数（千株） 88,551 88,551

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２ 【その他】

（１）配当の状況

平成25年５月20日開催の取締役会において、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

　
（イ）配当金の総額………………………………………………265百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………………３円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………………平成25年６月10日

　
（注）平成25年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行っております。

　

（２）訴訟等

平成24年５月に更正処分を受けたことに伴い、大阪国税不服審判所に審査請求を行っておりましたが、平成25年７

月26日に当社の主張をすべて棄却する旨の裁決書を受領致しました。

上述の更正内容は、平成19年３月に当社の子会社（タイ国現地法人）が実施した増資につき、当社が額面で引受け

た行為が有利発行に該当し、額面と時価の差額は受贈益と認識すべきというものであります。

なお、今後の対応については、内容を精査のうえ決定する予定であります。

　

EDINET提出書類

神鋼商事株式会社(E02522)

四半期報告書

15/17



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年８月13日

神鋼商事株式会社

取締役会  御中
　

有限責任 あずさ監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 北　山 　久　恵　 印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 中　島 　久　木　 印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 石　野　 研　司　 印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神鋼商事株式会

社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神鋼商事株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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